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森林の機能や木材の重要性を普及させるため、今、大きな課題となっている森林環境教育。
そのため、各地域の森林管理局では、さまざまな取組が行われています。
独特な視点から森林環境教育を進める四国森林管理局計画部・指導普及課に、おもな活
動内容や今後の目標・課題などを伺いました。

一
昨
年
九
月
、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
四
国
森
林
管
理
局

で
も
百
年
先
を
見
通
し
た
森
林
づ
く
り
と

国
産
材
の
復
活
を
目
指
し
て
、
地
域
材
の

利
用
拡
大
や
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
を
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
体
験
型
の
森
林

環
境
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
そ
れ
ら

を
通
じ
て
次
世
代
を
担
う
若
者
や
子
ど
も

た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
十
八
年

度
に
森
林
教
室
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

自
然
観
察
な
ど
の
体
験
型
教
育
を
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
を
合
わ
せ
て
一
五
七

回
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
森
林
環
境

教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

る
中
、
従
来
型
の
森
林
教
室
、
体
験
林
業
、

木
工
教
室
、
自
然
観
察
と
メ
ニ
ュ
ー
が
固

定
さ
れ
、
学
校
等
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
木
材
利
用

を
目
的
と
し
た
森
林
環
境
教
育
の
取
組
み

が
少
な
か
っ
た
と
の
反
省
か
ら
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
従
来
取
組
ん
で
い
る
体
験

未
来
の
林
業
・
木
材
産
業
を
担
う

若
者
を
育
て
る
た
め
に

型
教
育
に
加
え
、
国
産
材
や
地
域
材
な
ど
、

木
材
利
用
の
促
進
を
目
的
と
し
た
森
林
環

境
教
育
に
も
積
極
的
に
取
組
み
始
め
ま
し

た
。例

え
ば
、
大
学
の
建
築
学
科
に
通
っ
て

い
る
大
学
生
で
も
、
実
際
は
木
材
に
つ
い

て
勉
強
す
る
機
会
が
な
く
、
働
き
始
め
て

か
ら
体
験
す
る
か
、
自
分
で
学
ぶ
し
か
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
十
年
後
に
は
、

人
工
林
の
約
六
割
が
利
用
期
を
迎
え
ま
す
。

次
世
代
の
林
業
・
木
材
産
業
を
担
う
若
者

た
ち
に
、
早
い
う
ち
か
ら
木
材
の
よ
さ
や

木
材
利
用
の
重
要
性
を
学
べ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
め
た
一
つ
目
の
取
組
は
、

高
知
県
下
の
嶺
北
木
材
協
同
組
合
、
高
知

大
学(

学
生)

等
と
連
携
し
て
行
っ
た「
建

築
学
科
在
籍
の
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林

環
境
教
育
」
で
す
。
実
施
期
間
は
六
泊
七

日
で
、
木
造
住
宅
設
計
、
熱
伝
導
な
ど
木

材
の
特
性
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域

材
を
利
用
し
た
木
造
住
宅
見
学
、
国
有
林

で
の
間
伐
体
験
、
木
材
搬
出
現
場
見
学
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
産
材
や

地
域
材
の
利
用
拡
大
が
林
業
・
木
材
産
業

を
再
生
さ
せ
る
大
き
な
鍵
に
な
る
た
め
で

単
な
る
体
験
で
は
な
く

体
感
し
て
学
ぶ
大
切
さ

国有林の
現場から
～森林環境教育の
普及を目ざして～

す
。
全
国
か
ら
将
来
建
築
士
や
室
内
コ
ー

デ
ィ
ネ
タ
ー
な
ど
を
目
指
す
十
八
名
の
学

生
、
社
会
人
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
学
生
で
も
、
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方
す

ら
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
今

後
の
木
材
需
要
拡
大
の
架
け
橋
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
来
年
度

以
降
も
、
木
造
住
宅
の
建
築
な
ど
を
通
じ

て
、
将
来
、
国
産
材
、
地
域
材
利
用
の
推

進
役
、
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
役
を
担
う

で
あ
ろ
う
「
建
築
士
の
卵
」
を
中
心
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
知
県
立
高
知
農
業
高
等
学

校
で
の
森
林
環
境
教
育
は
、
林
業
と
木

材
、
治
山
・
林
道
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

授
業
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
ん
で
実
施
し

ま
し
た
。
一
年
生
は
一
日
、
二
年
生
は
半

日
、
三
年
生
は
三
日
間
で
し
た
が
、
林
業

の
現
場
や
木
材
利
用
の
重
要
性
を
感
じ
て

も
ら
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
も
、
学
校
の
授
業
に
組

み
入
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

国
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
「
住

ま
い
る
・
ス
マ
イ
ル
探
検
ツ
ア
ー
」。
地

域
材
を
利
用
し
た
木
造
住
宅
の
建
築
を
希

望
し
て
い
る
一
般
の
方
を
対
象
に
、
森
林

整
備
や
木
材
利
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
実

森林や林業の一連のシステムを
体験するツアーを実施
四国森林管理局
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際
に
体
験
・
体
感
し
て
も
ら
い
、
国
産
材
、

地
域
材
利
用
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
間
伐
や
森
林

教
室
な
ど
で
林
業
の
川
上
の
部
分
を
、
木

材
加
工
工
場
な
ど
の
見
学
で
川
中
の
部
分

を
、
そ
し
て
川
下
で
あ
る
実
際
の
木
造
住

宅
を
見
学
し
、
木
材
が
家
と
な
る
様
を
見

て
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

森
林
環
境
教
育
は
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
体
験
型
学
習
も
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
川
中
、
川
下
の
部
分
を
含
め
て
学

ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
環
境
教
育
は
〝
体
験
〞
だ
け
で
は
な

く
、
体
験
を
通
じ
て
〝
体
感
〞
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何

か
を
感
じ
取
り
、
考
え
る
こ
と
で
、
直
接
、

森
林
づ
く
り
活
動
へ
参
加
し
た
り
、
生
活

の
中
で
の
木
材
利
用
な
ど
、
次
の
段
階
に

携
・
協
力
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
社
会

で
活
躍
し
て
い
く
人
に
〝
感
じ
、考
え
る
〞

教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

［建築学科の学生への森林環境教育の様子］
右上／木材の特性などについて学習
左上／木材強度試験で説明を受ける学生たち
左下／国有林での間伐現場を見学

導
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
四
国
森
林

管
理
局
で
は
、
教
育
関
係
者
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
川
中
、
川
下
の
方
々
と
も
連

［住まいる・スマイル探検ツアーの様子］
右上／多くの家族が見学に訪れました
右下／実際の木造住宅施工現場も見学
左　／木材加工工場など見学も実施




